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要     旨 

緒言(目的) 

夜間頻尿は,2018 年の国際禁制学会(International Continence Society: ICS)の定義によると,就寝後か

ら覚醒までの主睡眠時間中に尿を出す頻度のことであり,排尿後に睡眠しようとする意思を伴う症状で

ある.夜間頻尿は国際的な疫学調査において,国民の約半数が有する症状である.夜間頻尿は睡眠と生活の

質(Quality of Life: QoL)に影響を及ぼし,転倒や死亡率とも関連していくことが明らかになっている. 

しかしながら,加齢に伴うものと諦め,積極的に治療を希望することが少ない現状である.加えて,高齢者

は薬物療法による副作用の問題を孕んでいる.そのため,夜間頻尿を改善するためには,治療と両輪となる

ケアの開発が重要である .そこで ,日中の膝丈段階的弾性ストッキング (Graduated Compression 

Stockings: GCS)の着用は,静脈還流を増加させ下肢の浮腫を軽減することにより夜間頻尿の改善に有効

であると考えられている.しかしながら,無作為化比較試験はない.そのため,本研究では,GCS と同素材の

着圧のないハイソックス(非 GCS)着用における夜間頻尿への効果を無作為化比較試験により評価をす



ることを目的とした. 
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研究対象及び方法 

本研究は,オンラインで実施した,二重盲検無作為化プラセボ対照試験である.会員数 30 万人を有する日

本国内のオンライン旅行会社の調査部門に委託し,40～79 歳の夜間頻尿を有する方を募集した.GCS 群

(n=85)と非GCS群(プラセボ,n=85)に層別ランダム化した.7日間の観察期間をベースライン期とし,その

後 14日間 GCSもしくは非 GCS 着用する介入を実施した.アウトカム評価項目は,2 群のベースライン期

から介入早期および後期における夜間頻尿の変化率の差および夜間頻尿 QOL 調査票(N-QOL)総スコア

の変化,有害事象であった. 

結果 

解析対象者は 168 名であった.GCS 群と非 GCS 群の平均年齢±標準偏差は(58.1±9.6 歳 対 60.2±8.4

歳)で,ベースライン期の夜間排尿回数は，GCS 群が 1.2(±0.7)回/夜，非 GCS 群が 1.2(±0.7)回/夜で両

群間の属性における有意な差はなかった．GCS 群はベースラインから介入後期において 54.3％の夜間

排尿回数の減少率を示し，非 GCS 群の 30.5％で,GCS 群の方が有意に高かった(p＝0.004). 

夜間排尿回数は，ベースラインから早期,後期へ GCS 群(1.2 ± 0.7 → 0.8 ± 0.5 → 0.5 ± 0.5 回/

夜，p＜0.001)，非 GCS 群(1.2 ± 0.7 → 0.8 ± 0.6 → 0.8 ± 0.7 回/夜，p＜0.001)とも有意に低下

した.N-QOL 総スコアは両群間で差がなく，両群ともベースライン時と介入終了時の QOL に有意な改

善を示した(p＜0.001)．また,両群とも有害事象は報告されなかった. 

考察 

GCS は長期間着用することで非 GCS より夜間頻尿を軽減させることが示唆された。しかしながら,いず

れも夜間頻尿に対する QOL を改善させ,安全かつ効果的なケアである.                     

結論                                            

GCS も非 GCS も夜間頻尿回数を減少させ QOL を向上する効果があるが,より GCS の方が夜間排尿回

数を減少させることが示唆された.                                            

                                              

  


